
分解図1

注意
qピストンロッドAss’yは分解できません。また、軸受はロッ
ドカバーに圧入されているため取外しできません。

wシリンダの分解・修理に際し、パッキン類は新品と交換して
ください。

eパッキン類の接する部品の洗浄にガソリン・灯油などの燃料
油や溶剤などを使用した場合は、十分拭き取るか乾燥させた
上でパッキンを組込んでください。

rパッキン類およびハウジングには、作動油（そのシリンダに
使用する油）またはグリースを塗布し、滑りやすくしてから
組込んでください。

tパッキンはシール方向を確認して組込んでください。

y装着時にドライバーなどを使用する場合は、先端を丸めパッ
キンおよびハウジングに傷を付けないようにしてください。

uパッキン類の取扱に際しては、過大な伸長や変形を与えない
よう十分注意してください。

※上表の締付トルクとなる様に、タイロッドナットを対角・均等に徐々
に締付けてください。

タイロッドナット締付トルク
締付トルク（N・m）

CH2FCH2E CH2G・H
チューブ内径
（mm）

24.5±2.4
24.5±2.4
24.5±2.4
42.1±4.2
107.8±10.7
147.1±14.7

14.7±1.4
19.6±1.9
24.5±2.4
39.2±3.9
68.6±6.8
73.5±7.3

11.8±1.1
11.8±1.1
14.7±1.4
24.5±2.4
44.1±4.4
94   ±4.9
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CH2□ Series　パッキン交換要領
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